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         COLE TCH, HILGER HH, SHUTOH K 首藤光太郎, TAKANO A 髙野 温子  (2023) ERICACEAE ツツジ科系統ポスター
Japanese version of: COLE, HILGER (2022) ERICACEAE Phylogeny Poster

• 系統樹はRose et al. 2018に基づき，一部を修正した。
• 枝の長さは実際の時間スケールを反映していない。

• いくつかの属は未だ系統学的研究でサンプリングされていない。
• 灰色で示した種数は概数であり，POWO, Plants of the World Onlineに基づく。

* Core Ericaceae 真正ツツジ科はジムカデ亜科，エパクリス亜科，スノキ亜科，イワヒゲ亜科，
ツツジ亜科を含む（Freudenstein et al. 2016を参照）。

* * ゲーリュサッキア属の系統的位置とスノキ属との系統関係は未だ不明確。
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私たちは、このポスターを私たちの尊敬する同僚であるPeter F. Stevensに捧げます。
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ERICACEAE
 

ツツジ科 

通常低木または（小）木，通常常緑
葉は小さく革質/乾性で，しばしば針状（エリカ葉），

縁は全縁から鋸歯縁, 托葉を欠く
花序は通常総状

花はしばしばつぼ形または筒状，合弁
花蜜あり

雄蘂は10，逆2輪雄蕊、葯は孔開または短く割け， 
稀に長いスリットがあり，ときどき付属体をもつ

心皮は4-5，ほとんどが子房上位
果実は真正液果，核果，または蒴果で，萼が宿存する

種子は多量で小型または微細

寒帯から暖温帯，また熱帯山地にも分布する

126属
4400種

低木から小高木（ほとんどが常緑）
葉は背軸側が平滑で，鋸歯縁から全縁，子房は平滑;  心皮は5-10, 心皮あたりの胚珠数は1(2)

種子は4から10
ほとんどがアメリカ合衆国西部からグアテマラに分布し，2種が周北極要素

薬用・食用種：クマコケモモ
鑑賞種：A. manzanitaマンザニータ

高木または大型の低木
葉は背軸側が平滑で，鋸歯縁

葯には先端突起があり，子房は乳頭状突起で覆われる，心皮あたりの胚珠数は2個（あるいは2以上）
果実は漿果，乳頭状突起で覆われる;  種子は少ない

ブリティッシュコロンビア～ニカラグア，周地中海
食用/鑑賞種：イチゴノキ，マドロナ

球状の根は引き締まる; 茎は上部が湾曲し，白から赤みをおび，1～数個の花をつける 
花は3-8数性，萼はあるかない; 花冠は筒状で花弁は癒合しておらず，基部が嚢状となる

雄蘂は花弁と同長で，葯には横方向にスリットがある;  花弁と対に配置する雄蘂の間に2本の裂片がある蜜腺をもつ
果実は蒴果で，種子は紡錘状

北半球の温帯に分布
薬用植物：ギンリョウソウモドキ

低木で（半）落葉，葉は偽輪生
花序の芽は芽鱗に包まれる，葯には2本の芒状突起がある

果実は蒴果，裂け目があり，多少肥厚する
主に中国と日本に分布

鑑賞用植物: サラサドウダン，ドウダンツツジ

根茎をもつ草本；葉は薄い
花序は偏側生

葯は細管を持たず，花粉は単粒;  花盤は浅裂する
果実は蒴果で稜がある
薬用種：コイチヤクソウ

低木から高木
葉は背軸側が乳頭状突起で覆われ，鋸歯縁

子房は乳頭状突起で覆われ，心皮は4-6，心皮あたりの胚珠数は1
果実は乳頭状突起で覆われ，果実内の種子部分は分割していない

南カリフォルニア～パナマ
鑑賞種：C. diversifolia

根茎のある亜低木；葉は革質
花序は散房花序，花柄上に苞がつく

花粉は4集粒から単粒
花柱は短く，上端が盾状に広がる

北半球の寒帯と温帯からグアテマラ・イスパニョーラ島
薬用種：オオウメガサソウ

根茎をもつ草本;  葉はロゼット状につき厚い
花粉は4集粒；花盤はない

果実は蒴果で稜がある
＋...スマトラ，グアテマラ

薬用種：イチヤクソウ，エゾイチヤクソウ

（小）低木；葉は針状で葉柄がある
花は単生，頂生，前葉を欠く

花冠は広鐘形で，葯には長い突起物がある
おもに周北極要素

鑑賞種：H. hypnoides（モスベルヘザー）

草本で，根からシュートが直立する  
葉はロゼット状につき厚い

花は長い花茎の先に１つつき，花の下に少数の苞をつける
花粉は4集粒；花盤はない

花柱は上端が盾状に広がる
薬用種：イチゲイチヤクソウ

落葉性の高木；毛は蜜腺とならない
花序は頂生し下垂，総状花序

花冠は広筒状，花糸は頑健
種子は細長い

アメリカ合衆国南東部
鑑賞種：スズランノキ

直立または平伏する低木，稀に小高木;  葉縁には微細な鋸歯がある
花序は腋生の円錐花序，総状花序，または穂状花序，あるいは花を単性する

しばしば小花柄があり，苞は通常早落する;  花冠は筒形または鐘形
葯は側着し，鱗片状蜜腺が離生;  子房室あたりの胚珠は多数，柱頭は5浅裂する

東オーストラリア（クイーンズランド州，ニューサウスウェールズ州，タスマニア州），ロード・ハウ島，ニューカレドニア，ニュージーランド
鑑賞種：ドラコフィラム

低木で，葉の縁が背軸側に湾曲する，稀に芽の中で巻き込まれる，全縁で，稀に鋸歯がある
花序は総状花序で，稀に頂生し，稀に円錐花序となる

花冠はつぼ形から筒状;  葯には付属体がない
花柱は頂点付近でわずかに膨らむか，稀に膨らまない;  種子は紡錘状

アメリカ合衆国南東部～南アメリカ，特にブラジル東部，アフリカ（点在），マダガスカル，レユニオン
鑑賞種：A. populifolia; 有毒　アンドロメドトキシン

低木，稀につる植物;  葉は稀に輪生し，鋸歯縁，稀に全縁
花序は頂生または腋生し，円錐花序または総状花序

花糸は基部で膨らみ，稀に曲がらない;  葯は，花糸の付着部に突起物がある
種子は角ばり，稀に紡錘状

東アジア，アメリカ合衆国東部，キューバ
鑑賞種：アメリカアセビ，アセビ; 有毒　アンドロメドトキシン

低木，稀に高木，つる性，または根茎をもつ;  葉は稀に薄く，落葉性で，脈は羽状
花序は総状で，稀に頂生するか，稀に束生，または単生の花が葉腋につく;  花は(4)5(6)数生で，稀に花柄へ連続する

萼片の先端部は直立するか，稀に広がり，しばしば萼筒部より短い，裂片は変異に富む
花冠は長さ1.5cm未満，花糸は短いか長く，葯には突起物があるが欠くこともあり，頂部孔開する；心皮は4-5;  果実は紫か黒，稀に赤または白

数種が北極地域から北半球温帯域，中央・南アメリカ，東南アジア，太平洋，アフリカ，マダガスカル
食用種：セイヨウスノキ（ビルベリー），ブルーベリー，コケモモ，オオミノツルコケモモ（クランベリー）

低木，稀に常緑または落葉性の高木;  葉は全縁から鋸歯縁
花序は総状から束生，稀に円錐;  花は4-7(8)数性

花糸に突起があるが，稀にない
果実は肥厚し裂ける;  種子は紡錘状

東南アジア，アメリカ合衆国南東部，メキシコ，大アンティル諸島
鑑賞種：L. ligustrina

低木（稀に小高木），ほとんどが常緑性;  葉は多少の細鋸歯がある
花序は総状花序;  葯は1または2対の直立した芒状突起があるか，無突起

種子は丸いか縁に肥大した細胞からなる翼がある
東南アジア，アメリカ合衆国南東部

鑑賞種：セイヨウイワナンテン，アメリカイワナンテン
有毒　アンドロメドトキシン

低木；葉は芽の中で背軸側に湾曲し，全縁
花序は頂生し下垂，散形状散房花序;

約には1対の芒状突起がある;  種子は角ばる
北半球温帯

鑑賞種：ヒメシャクナゲ
有毒　アンドロメドトキシン

矮小低木
葉は対生，針状，筒状，または溝があり，基部が耳状となり無柄

花は単生し腋生，4-6の小苞が基部につく
周北極，ほとんどの種がヒマラヤから東アジア

鑑賞種：C. mertensiana，C. tetragona

低木，まれに平伏する；葉は鋸歯があるかない
花は総状花序につき，稀に頂生，腋生，または花が単生し，複数の小苞がある

花冠は 稀に筒状または鐘形；  葯には1(2)対の芒状突起があるか，稀に無突起
果実は蒴果で肉質状の萼片を伴う蒴果か，稀に宿存した萼片を伴う液果，または肉質部を伴わない

蒴果，種子は角ばる; アメリカ大陸，東南アジア，オーストラリア南東部，太平洋諸島
鑑賞種/食用種：シンジュノキ，ヒメコウジ

小型の低木；芽鱗？
葉は芽内で外巻き，エリカ葉

花序は散房花序，花冠はつぼ形または鐘形 1/3未満が浅裂
葯には短いスリットがある

北半球温帯
鑑賞種：エゾノツガザクラ

低木，小型から大型（稀に落葉性）;  葉は互生，対生，または偽輪生;  芽内で外巻き
花序はしばしば散房花序室で稀に腋生；  花冠は広鐘形で10の袋状部分があるか，離弁し車形

雄蘂は10(5), 葯には短いか長いスリットがある；子房は2-5室
果実は蒴果で，しばしば短い胞背裂開のためのスリットがある

数種は周北極，北アメリカ，キューバ
鑑賞種：ホソバアメリカシャクナゲ，アメリカシャクナゲ;  有毒　アンドロメドトキシン

小低木
花冠は準車形，およそ2/3程度が裂ける

葯には短いスリットもしくは孔開
果実は蒴果で，しばしばわずかに胞背裂開する

ヨーロッパ，トルコ
鑑賞種：R. chamaecistus

平伏した小低木；葉は芽内で外巻き
花には1列の毛がある；萼裂片は大きく，緑色;  花冠は高杯形から広鐘形

葯には，少なくとも葯の長さの半分以上の長さのスリットがある
果実は球状蒴果で薄い果皮に包まれた肉質の胎座がある

黒海地方南東部，日本，北アメリカ東部
鑑賞種：アメリカイワナシ

葉は強く外巻き
花序は当年シュートに頂生し総状；  前葉を欠く

花は4-5(6)数性で，花冠はつぼ形
葯は乳頭状突起で覆われ，頂部に短いスリットがあり，付属体を欠く;  花柱と子房が連続する

南西ヨーロッパ，アゾレス諸島
鑑賞種：ダボエシア

しばしば平伏する低木から10(-30) mに至る高木；  芽鱗をしばしば欠く；  葉は輪生しエリカ葉
萼片は(1-3)4(5), 小さく苞葉状か大きく有色

雄蘂は(4-6)8(-10), 花糸の先端または葯の背面に突起がある
心皮は(1-)4(-8), 稀に1心皮あたりの胚珠数が1;  果実は胞背裂開，非裂開性，多少の種が核果

南アフリカ，ヨーロッパ，中東，アラビア半島南西部，アフリカ，マダガスカル
鑑賞種：ベルヒース，E. tetralix，エイジュ

低木（ほとんどが常緑性），稀に高木;  多様なタイプの細毛で覆われる;  葉は芽内で内巻きまたは外巻きになる
花序は稀に腋生，芽は芽鱗で覆われる;  花はほとんどが左右相称

花弁は変化に富み，浅く裂けるものから離性するものまである
雄蘂は5-20, 葯は孔開か稀にスリットがある;  子房は5-12室;  果実は蒴果で長さは幅の2倍より長い

種子は紡錘状から楕円または平たく，多様な翼がある;  北半球温帯，東南アジア，マレシア，オーストラリア北東部
アザレアなど2亜属の多くの種が鑑賞種として利用される;  有毒　アンドロメドトキシン

ツツジ科

内外生菌根
根毛なし

多年草，葉緑素を持たない菌従属栄養植物
葉は無柄で鱗片状

樹皮は通常剥離し，表面は平滑
葉は芽の中で巻き込まれ， 

しばしば細鋸歯がある
花序は芽鱗に包まれない

果実は肉果

準常緑の低木；鱗状毛で覆われる
葉は微細な鋸歯がある

花序は頂生し下垂，総状または円錐花序，苞葉がある
花糸は平たく，葯は付属体を欠く

周北極
鑑賞種：ヤチツツジ

常緑

低木；  葉は十字対生，無柄，尾状，外巻き
花は葉腋に単生し，3-5対（以上）の小苞がつく

萼は大型で有色;  花冠は筒形から鐘形，途中から裂ける
葯の背面に突起がある;  果実は蒴果で，胞軸裂開

ヨーロッパ，トルコ
鑑賞種：ギョリュウモドキ

平伏する低木
葉は輪生から螺旋状につき，背軸側の溝に羊毛状の毛がない

花は腋生に単生; 花被は6枚にわかれ，二列; 雄蘂は3; 子房は6～9室
果実は赤または黒

北半球温帯，南アメリカの一部，フォークランド諸島，トリスタンダクーニャ
食用種：広義ガンコウラン

多年草で，根茎をもつ
葉は偽輪生で，多細胞性の毛が表面に映える

花弁は癒合していない
葯の末端は短い細管状となり孔がある

葯の付属体はない
北半球の温帯

毛状根あり

葉は対生，葉身は外巻き

 葯に先端突起がない

果実は核果

真正
ツツジ科*

エリカ葉
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Monotropoideae
ギンリョウソウ亜科

Arbutoideae
イチゴノキ亜科

Pyroloideae
イチヤクソウ亜科

Ericoideae
ツツジ亜科

 Enkianthus  ドウダンツツジ属   13

 Monotropa  ギンリョウソウモドキ属   4

 arbutus  イチゴノキ属      12

 arctostaphylos  クマコケモモ属  72

 coMarostaphylis  コマロスタフィリス属 10

 orthilia  コイチヤクソウ属       2

 pyrola  イチヤクソウ属       ~40

 chiMaphila  ウメガサソウ属       5

 MonEsEs イチゲイチヤクソウ属     1

 harriManElla  ジムカデ属     1

 DracophylluM  ドラコフィラム属    54

 oxyDEnDruM   オキシデンドルム属   1

 piEris アセビ属       ~10

 agarista アガリスタ属       32

 lyonia  ネジキ属        38

 VacciniuM **  スノキ属      ~450

 anDroMEDa  ヒメシャクナゲ属    1

 lEucothoë イワナンテン属    5

 gaulthEria シラタマノキ属   ~150

 cassiopE  イワヒゲ属       18

 kalMia  カルミア属      9

 phylloDocE   ツガザクラ属    7

 EpigaEa   イワナシ属       3

 rhoDothaMnus  ロードタムナス属  2

 DaboEcia  ダボエシア属    2

 Erica				エリカ属      ~840

 rhoDoDEnDron  ツツジ属     ~1070

 chaMaEDaphnE  ヤチツツジ属    1

 calluna ギョリュウモドキ属     1

 EMpEtruM   ガンコウラン属     4


